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（審議経過） 

〇徳井医療介護連携課長 定刻となりました

ので、ただ今より令和 7 年度第 1 回足立区在

宅療養推進協議会を開会いたします。お集ま

りいただきましてありがとうございます。 

今回は設置後初めての協議会となりますの

で、会長が決まるまで医療介護連携課徳井が

進行させていただきます。よろしくお願いい

たします。本来であればお一人ずつ委嘱状を

交付させていただくところでございますが、

時間の都合上大変恐縮でございますが、机上

での配布とさせていただきます。なお記録の

関係上、録音及び資料用のお写真を撮影させ

ていただきたいと思います。この在宅療養推

進協議会の様子をホームページで発信するの

も在宅療養推進の一助となりますので、ご了

承のほどよろしくお願いいたします。なお発

言の際はマイクを事務局が持って回っていま

すので、マイクを使って発言いただきますよ

うお願いいたします。 

初めに資料の確認をさせていただきます。

本日の配布資料はまず１枚ですね、足立区在

宅療養推進協議会設置要綱 A4１枚のものでご

ざいます。それから令和７年度第１回足立区

在宅療養推進協議会次第及び資料ですね、ダ

ブルクリップで留めたものになります。不足

などございませんでしょうか。会議の途中で

何か資料に不備などございましたら、事務局

にお声がけいただきますようお願いいたしま

す。それでは早速次第に移らせていただきま

す。足立区福祉部伊東部長より開会のご挨拶

をいただきます。 

〇伊東福祉部長 皆さんこんばんは。紹介い

ただきました福祉部長の伊東でございます。

よろしくお願いいたします。 

本日第 1 回目の足立区在宅療養推進協議会

にご出席いただきましてありがとうございま

す。わたくし 4 月から福祉部長を拝命してお

りますので、昨年度の協議を見ていた訳では

ありませんが、昨年度から様々な活発な議論

があったうえで、本日に至ると聞いておりま

す。区の会議体という位置付けにはなります

が、在宅療養を進めていく中で、今お集りの

皆さん、多職種が忌憚のない意見を交わしな

がらより良いものを作っていくということが

非常に大事かと思いますので、区の報告など

もありますけれども、ぜひ活発な議論をして

いただければと思いますし、すこやかプラザ

あだちができてから、実は私が夜の会議体に

入るのが初めてで、この会場をこのように使

わせていただくのも初めてです。すこやかプ

ラザあだちについても皆様に今後もご活用し

ていただきたいと思っております、引き続き

よろしくお願いいたします。私からは以上で

す。 

〇徳井医療介護連携課長 続きまして次第の

２番、委員紹介です。初めての協議会となり

ますので名簿順に委員の皆様に一言ずつ自己

紹介をいただきたく存じます。恐れ入ります

が、足立区医師会有野会長からお願いいたし

ます。 

〇有野委員 皆さんこんばんは、足立区医師

会の有野でございます。この前身の準備委員

会から医師会は絡んでいたのですが、その会

には出ていなかったので今回初めてですけど

も協議会ということで、文字通り多職種の

方々と色々なことを話せる機会を楽しみにし

ています。本日はよろしくお願いいたします。 

〇山下委員 医師会の山下です。今年度もよ

ろしくお願いいたします。 

〇橋爪委員 医師会の橋爪です。今年度も引

き続きよろしくお願いします。 

〇井上委員 医師会の井上泰介です。よろし

くお願いします。 

〇佐藤委員 足立区歯科医師会 ヒロ歯科ク

リニックの佐藤浩史です、よろしくお願いし



ます。 

〇花田委員 同じく歯科医師会の花田でござ

います。よろしくお願いいたします。    

〇浅見委員 足立区薬剤師会の浅見と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

〇和田委員 柔道整復師会の和田と申します。

よろしくお願いいたします。 

〇大舘委員 あだち POS ネットワークから参

りました、大舘哲詩と申します。どうぞよろ

しくお願いします。 

〇小浦委員 東京都栄養士会小浦でございま

す。今年度から担当横山から引き継ぎさせて

いただきました、不慣れなところもございま

すが、よろしくお願いいたします。 

〇永田委員 足立区多機能サービス連絡会の

代表を務めさせていただいています、ケアサ

ービスとも代表取締役の永田と申します。多

機能サービス連絡会の中の施設で行きますと

小規模多機能型居宅介護というちょっとやや

こしい名前の施設になりますが、それを普段

広げる仕事をしています。よろしくお願いし

ます。 

〇結城委員 足立区社会福祉協議会地域福祉

部長の結城です。基幹包括支援センターのセ

ンター長も兼ねております。どうぞよろしく

お願いいたします。 

〇鵜沢委員 足立区介護サービス事業者連絡

協議会の会長を務めています、ハートぽっぽ

の鵜沢と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

〇白井委員 同じく足立区介護サービス事業

者連絡協議会で居宅介護支援部会部会長を務

めさせていただいております、新田楽生苑の

白井と申します。よろしくお願いします。 

〇内山委員 同じく足立区介護サービス事業

者連絡協議会居宅介護支援部会副部会長をし

ております内山と申します。今年度もどうぞ

よろしくお願いいたします。 

〇塩谷委員 同じく足立区介護サービス事業

者連絡協議会の塩谷です。わかばケアセンタ

ーです、よろしくお願いします。 

〇半貫高齢者政策推進室長 高齢者政策推進

室長の半貫です。よろしくお願いいたします。 

〇小峯介護保険課長 介護保険課長の小峯と

申します。4月から着任いたしました。よろし

くお願いいたします。 

〇馬場衛生部長 衛生部長の馬場でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇網野衛生管理課長 同じく衛生部衛生管理

課長の網野と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

〇徳井医療介護連携課長 はい、ありがとう

ございます。その他、医療介護連携課の事務

局職員、医療と介護の連携・研修センターの

事務局職員も従事させていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

では次に次第３の会長、副会長の選出に移

りたいと思います。お手元にお配りした要綱

をご覧ください。足立区在宅療養推進協議会

設置要綱第５条により会長は委員の互選によ

って定めると規定しています。どなたかご推

薦いただけますでしょうか。 

〇和田委員 有野委員はいかがでしょうか。

〇徳井医療介護連携課長 ただいま有野委員

のご推薦がございましたが、いかがでしょう

か。 

〇一同 ［拍手］ 

〇徳井医療介護連携課長 ありがとうござい

ます。異議なしと認め有野委員に会長をお願

いしたく存じます。会長ご挨拶をお願いいた

します。 

〇有野会長 着座で失礼いたします。ただい

ま会長に選任されました、医師会の有野でご

ざいます。この会は先ほど申し上げましたよ

うに、多職種の皆さんの意見を聞く会であり

ますので忌憚なくご意見をいただければと思



います。よろしくお願いいたします。 

〇徳井医療介護連携課長 ありがとうござい

ました。会長が決定いたしましたので、この

後の進行は有野会長にお願いをしたく存じま

す。 

〇有野会長 それでは最初の私の仕事になり

ますが、副会長の選出に移りたいと思います。    

足立区在宅療養推進協議会設置要綱の第５

条によりまして、副会長は委員の中から会長

が指名するものに充てるということになって

おります。私から、花田委員、鵜沢委員を副

会長に指名させていただきたいと思います。

皆さんよろしいでしょうか 

〇一同 ［拍手］ 

〇有野会長 ありがとうございます。それで

は花田副会長ご挨拶お願いいたします。  

〇花田副会長 ただいま副会長としてご指名

いただきました花田でございます。皆さんの

お仕事とこの会のお手伝いとともに、有野先

生を少しでも補佐できればと思っております。

よろしくお願いいたします。 

〇有野会長 続いて、鵜沢副会長ご挨拶をお

願いいたします。 

〇鵜沢副会長 はい、改めまして鵜沢でござ

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 足立区は特に高齢者数が多いところであり

ますが、これからは本当に在宅介護というも

のがどれだけ重要かということはここにいる

皆さん、私も含めて身に染みていると思いま

す。この連携を進めることが自分たちの仕事

の質を高めたりだけではなく、多分自分たち

が楽になるんじゃないかなとか、あるいはそ

のことが結果、支援者や利用者さん、介護者

や家族に寄与することになると思いますので、

精一杯力を尽くしていきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

〇有野会長 はい、ありがとうございます。

では早速議題のほうに進めていきたいと思

います。お手元の次第に沿って、案件 1 足

立区在宅療養推進事業について事務局から

お願いいたします。 

 

案件（1）足立区在宅療養推進事業について 

〇河井医療介護連携推進係長 医療介護連携

課の河井でございます。今回第 1 回というこ

とで私の方から案件（１）在宅推進事業全般

についてご説明をさせていただきます。 

（資料２①②③④説明） 

〇有野会長 ありがとうございます。ただい

まの説明に関して何かご質問、追加のご意見

等ありますでしょうか。 

〇徳井医療介護連携課長 私から一つよろし

いでしょうか 

〇有野会長 はい、どうぞ。 

〇徳井医療介護連携課長 医療介護連携課長

でございます。少し今在宅療養の基本的なお

話をさせていただいたところで皆様にお伺い

をしたいところがありまして、さきほど伊東

部長の話からもありましたが、昨年活発に議

論されてこの推進協議会が出来上がったとい

う話を聞いております。この在宅療養推進協

議会の進め方について、昨年度いい雰囲気で

できていたという話、複数の方から頂いてお

りまして、昨年と同じように一同に集まって

いただき、テーマは事務局からも議論してい

ただきたいものを、ご提示申し上げますが、

皆様で協議をしていくという進め方で大丈夫

でしょうか。 

〇一同 ［異議なし］ 

〇徳井医療介護連携課長 ありがとうござい

ます。それぞれですね、在宅療養も広いので、

テーマについてはこちらの方でも絞らせてい

ただきたいと考えておりますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。以上でございます。 

〇有野会長 ありがとうございます。他にご

ざいませんか。 



〇山下委員 医師会の山下です。資料２③の

５番の講演会とか６番の多職種連携やスキル

アップ研修、昨年まで主にこの辺りをやって

いたと思うのですが、前回までは手引きに載

っていないことをやっていたということで、

昨年度までは何に基づいてやっていたのかな

と疑問に思ったのですが、いかかでしょうか。 

〇河井医療介護連携推進係長 細かく細分化

するとこのようになるのですが、資料２③の

中の令和２年９月の Ver ３の３番の中にも医

療・介護関係者の資質向上・相互理解と在宅

医療・介護連携の理解の深化、人材育成など

の研修、こういったところに基づいてやって

おります。MCSについては４の円滑な情報共有

というところが令和７年の３月にもう少し細

分化されましてこのようになっております。 

〇山下委員 Ver３、Ver４の番号はこれは対

応しているわけではないということですね 

〇河井医療介護連携推進係長 はい。 

〇山下委員 わかりました、ありがとうござ

います。 

〇有野会長 はい。他にご意見なければ、本

題の次第に移りたいと思います。 

次の案件ですね、在宅療養実態調査の結果

について事務局のほうからご説明をお願いい

たします。 

 

案件（２）在宅療養実態調査の結果について 

〇馬場在宅療養支援コーディネーター それ

では、案件の（２）①から③についてご説明

いたします。 

（資料３①②③説明） 

続きまして、ＭＣＳについて渡邉よりご説

明いたします。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター 

続きまして案件（２）④ＭＣＳについてお話

させていただきます。 

先程アンケートの報告がございましたが

「ＭＣＳを利用していない方が６６４人、そ

の内でＭＣＳを知らない４６８人」という結

果で、そこを問題視しております。ご意見を

いただく前に現状を資料３の④でご説明いた

します。 

（資料３④説明） 

アンケートの結果にございましたように、

まだＭＣＳを知らないという方も多くいらっ

しゃいますので、未登録の方と登録はしてい

るが使っていない方などを対象に２回の研修

を企画しようと考えております。まず第１回

目として６月１２日にすこやかプラザでの開

催を予定しております。チラシもございます

ので、みなさまからも連携している方でＭＣ

Ｓを知らない、使っていない方がいらっしゃ

いましたら是非ご案内いただければと思いま

す。私からは以上となります。 

〇有野会長 はい、ありがとうございます。

ただいまのご説明についてそれぞれご意見い

ただきたいと思います。まずは大きく 3 つで

すね。まず多職種連携研修会に参加したこと

がない、知らないっていう方も多いというこ

とで、このへんに対する対策について何か、

ご意見ありますでしょうか。例えば我々医師

会はですね、いわゆる定期便があってその中

に、全員医師会員が見ているわけではないと

思うのですが、研修会が定期的に行われてい

ることは周知しているので、管理者や院長の

先生方は多分知っていると思うんですけども、

他の業種に関してはどういう対策を取ってい

るのか現状を知りたいのですが、いかがでし

ょうか。 

〇鵜沢副会長 あの私は、開催の時には必ず

メールで送っています。同じものを２回、３

回送ることもあるのですが、研修に限らず、

おそらくどの団体でもそうかもしれませんけ

ど、出るところは出る、出ないとこは徹底し

て出ないなというところが共通した悩みなの



かなという風に思っていますので、周知の方

法なのか、その効果といいますか、その事業

所の考え方なのか、色々でしょうけれども、

何か具体的な対策と言われるといつもここで

どうしたら良いかと、逆に皆様からもご意見

いただきたいところです。 

かつて参加したら区長の名前で参加証か何

かを出していただいた当初の頃もあったなと

思いますけど、じゃあ果たしてあれが効果的

かどうか分からない。あるいは思い切って研

修出てますみたいなところを現場として公表

して、熱心にそういう研修を受けている事業

者だってことを分かってもらうような、区の

ホームページがあるわけですから、そういっ

たところで公表してみるなど、出てないから

いけのではなく、出たところに対しては、調

べたらちゃんとやっているんだこの事業所は、

のようなところがあれば、もしかしたら何も

しないよりはましじゃないかなとは思います。 

〇山下委員 医師会の山下です。ちょっとお

尋ねしたいのが、このアンケートっていうの

は区内医療機関、介護機関全体ですよね。こ

こにいる我々もそうですけれども組織図はも

ちろん１００％ではない、そうすると我々そ

れぞれの会に所属していない施設に関しては

どのようなアプローチをしているのか教えて

いただきたいのですが。 

〇馬場在宅療養支援コーディネーター アン

ケートについてですか。 

〇山下委員 いえ、この多職種連携研修会で

す。 

〇馬場在宅療養支援コーディネーター 多職

種連携研修会は、今ご参加いただいている

方々が所属されている９つの団体を通してご

案内をしているというところで、団体に所属

していない方へのご案内はできていないとこ

ろが現状です。 

〇山下委員 そうすると当然ながらパーセン

テージは下がりますよね。これはあの全医療

機関、全介護機関を対象としている事業だと

思うんですよね。そしたらそういった色々な

会に属していないところにどうアプローチす

るかというのも一つ検討課題になるのではな

いかと思うのですが、いかがでしょうか。 

〇馬場在宅療養支援コーディネーター ご意

見ありがとうございます。 

〇有野会長 他にありませんか。 

〇佐藤委員 歯科医師会の佐藤です、アンケ

ートですが、今山下先生も触れられていまし

たが、対象医療機関と介護機関ってあって、

医療機関っていうのは、みんなが介護に関連

しているところではないと思うのですが、そ

れと介護と一緒にしてしまうと、パーセンテ

ージで知らない人が多いというのは当たり前

のところもあるので、そこのところをもうち

ょっと、もしこのアンケートを活かすんであ

れば、そういうところのこう精度を高めるこ

とをしないとこれを元に行うっていう、事業

ではないのかもしれないんですけども、果た

して全部信頼していいか、みたいなところも

あるかなと思いました。具体的には回答率が、

医療機関４４%、介護機関３０%で、実際で言

えば介護機関の回答率をもうちょっと上げな

いと精度が高くないのかなっていうところが

思いました。それに伴って、この在宅療養支

援窓口っていうところ利用したことがありま

すか、っていうのは私もありませんし、医療

機関はあまりないと思います。この内容を見

てみると資料３③の相談者別件数では、やっ

ぱりここも居宅介護支援事業所が多く、本

人・家族なので利用したことない人が多いの

は当然です。そこのところで、本人・家族っ

ていうところがアンケートに入っているので、

遠回しの言い方しかできないのですが、ちょ

っとずれてるのかなというところを感じてし

まいました。 



ＭＣＳに関しては、積極的にされているの

はわかるのですが、先ほど言ったように、実

用化率を高めるところで言うと、そこは歯科

医師会はなかなか難しいとこもあるのですが、

患者さんのグループを増やすという方が、実

際使っているということになるのかなと思う

のですが、そういったところの取り組みなど

を考えた方がいいのではないでしょうか。各

論的なとこもあるかもしれないのですが、個

人的には思いました。以上です。 

〇有野会長 佐藤委員、どうもありがとうご

ざいます。今おっしゃったように、医療機関

と介護では温度差があると思いますが、それ

ぞれやっぱり医療と介護を分けてやる、その

あとまた合体する、それと先に進んでしまい

ましたけど、その窓口のことですね、これに

関しては、あの先ほど説明がありましたが、

コロナの時とはちょっと利用は圧倒的に違う

と思いますし、冒頭で外来の患者さんの数と

か色々出ていましたけど、外来の数が、２０

２５年のピークでその辺ぐらいになっていく

と、在宅も増えていくので相談件数も増える

と思います。窓口の周知方法に関しては先ほ

どの研修会と同じ方法だと思いますので連絡

をしていきたいと思います。 

ＭＣＳについて、さきほど佐藤委員からご

意見ありましたけど、何かありますか。実は

ＭＣＳはスズケンのコラボポータルとパスワ

ードが共通になって、私も使うようになった

のですが、その辺でアクセス数が増えている

かと思うのですがいかがでしょうか 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター 

たしかに、スズケンがパスワードの統合とい

うことで、それが必須になりましたので、そ

の作業がかなりお手間になって少し批判的な

お声もある反面、利用の促進でお声がけする

ようなお話も増えておりました。しかし、実

際の登録数などにつながっているかの判断は

できておりませんが、影響はあるかとは感じ

ております。 

〇有野会長 ありがとうございます。他にＭ

ＣＳについてご意見ありますでしょうか。 

あの先ほど、佐藤委員からもありましたよう

に、次回の時でも結構ですのでアンケートの

件、よろしくお願いたします。 

〇永田委員 多機能サービス連絡会の永田で

す。えっと研修に参加しない理由として研修

を知らないっていうのが、1番ですが、実際に

知っていたら来るかというと、当団体でもや

はり出席率が悪くて、現時点その意識が高い

人と低い人の差がすごい二極化している感じ

がしていて、来る人はほぼ同じで、来ない人

は絶対来ないみたいなところはやっぱりあり

ます。本当に参加させたいのであれば、極端

な話、足立区いろんな補助金、例えば介護の

初任者研修ですとか実務者研修に補助金出し

ますとか、あのケアマネの登録費用とか、か

なり大盤振る舞いでやってくれてありがたい

んですが、メリットがないと出ない。やっぱ

り確かに帰って家で、テレビや YouTube 見た

い、とか子供の世話しないといけないとか、

いろんな事情がありますので、あの、本当に

参加率上げたいんであれば、補助金とかと紐

付けるなり、なんなりしないとは現状変わら

ないのでは、というのが個人的な意見です。 

僕個人としては人脈が広がったり知識も得

られるので、毎回じゃないですが、出ていま

すけど、やはりそういうのをメリットで感じ

ない人がやっぱり現実的に多いのかなという

感じはしています。以上です。 

〇有野会長 ありがとうございます。確かに

あの私どもの医療と介護がちょっとその多職

種の意味合いがちょっと違いますね。私は他

の分野の方と知り合いになれるチャンスなの

で多職種連携の会には出ているのですが、逆

に介護の方は、やっぱりそのスキルアップっ



ていうとこがメインになると思います。こう

いったご意見も貴重だと思いますのでよろし

くお願いいたします。 

他にご意見ございませんか、ではこの案件

については以上にしたいと思います。続いて

ですね、案件（３）に移りたいと思います。 

 医療と介護の連携・研修センターオープン

記念講演会について、事務局の方から説明を

お願いいたします。 

 

案件（３）医療と介護の連携研修センターオ

ープン記念講演会について 

〇河井医療介護連携課長 案件（３）のオー

プン記念講演会について説明させていただき

ます。 

（資料４説明） 

二部のシンポジウムですが、医療 介護の皆

様のファシリテートを行うというところで、

事務局としましては、社会福祉協議会の結城

部長にお願いしたいと考えております。パネ

リストですが、柳沢先生にもこちらの方にも

ご参加いただくことでご了承いただきました。 

 その他、医療関係者の方や介護関係者の方

それぞれですね、こちらのパネリストの中に

ご参加をいただきまして、２名か３名かのパ

ネリストのお願いをして進行してまいりたい

と思います。 

最後にですね、足立区長ですけれども当日、

別件のスケジュールが入っておりまして、こ

のシンポジウムの途中にはこちらの方に来る

予定になっておりますので、最後に御挨拶を

させていただきます。はい。私からは説明以

上です。パネリストについてご検討いただけ

ればと思います。よろしくお願いいたします。 

〇有野会長 ありがとうございます。では早

速ですけど、７月２６日の記念講演のファシ

リテーターのほうはほぼ決定ということでよ

ろしいですか。結城さん、よろしいでしょう

か。 

〇一同 ［拍手］ 

〇結城委員 はい、頑張ります。ご協力お願

いいたします。  

〇有野会長 あの、シンポジウムの質疑の内

容が医療介護従事者の睡眠と健康ということ

になりますので、医療と介護の方からそれぞ

れご意見をいただければと思いますけどいか

がでしょうか。 

〇山下委員 まず、睡眠の話なんで、シフト

勤務とか夜間勤務がある業種の責任者とか、

そういう方がいいんじゃないかなと思うんで

すけど。 

〇鵜沢副会長 確か前回の会議のこのテーマ、

私どもは在宅がメインで施設勤務者はこの中

にはいないんですが、このメンバーで出ると

思うと心配はございますが、私自身は（睡眠

は）安定しています。介護関係者からは１名

おりますが、永田さんと私のところでどなた

かいらっしゃいますか。 

〇永田委員 夜勤やっている人ですか。自分

自身は１０年近く夜勤はやっていないんです

けど、うちは施設ほとんど夜勤者置いてるの

で、一応そういう人はいっぱいいます。 

〇塩谷委員 訪問介護部会の塩谷です。訪問

介護はヘルパーさんがご自宅に伺うというの

が、大きく分けて滞在型と巡回型というのが

あって、我々在宅の訪問介護事業者が伺って

いるのは大体滞在型なんですね。だから 1 時

間だけ身体介護をやるとか、４５分生活援助

やるとか、複合とかもありますが、そうする

とそのスポットで入るので、例えば１日３回

とかっていう一部滞在なんですが、複数回ナ

ースコール対応だとか、そういった形での定

期巡回型のもの、巡回と滞在はちょっと違う

のでこの中には今巡回の事業者さんはいない

ので、そういったシフト勤務はなかなかいな

いという現状ですね。 



〇羽田委員 訪問看護は２４時間緊急対応す

るということで、緊急の電話を自宅に持って

いって、そこから出動してというところで活

動に波があり、そこにストレスを感じている

訪問看護師は多いです。先生方もご存知のよ

うに、訪問診療も少数の職員でやられている

診療所、クリニックなんかも先生たちのご負

担は多分にあるのではないか、と思います。 

〇有野会長 いろんな意見がありますけれど

も、やはり睡眠障害を受けている環境の事業

所、医療機関に出席いただいたほうがより意

味のある会になると思います。そうするとま

ずは訪問看護、介護施設と医師会の方で、も

しやるとすると在宅診療をやっているところ

がそれに近いと思いますが、永田さんと羽田

さん、あとそのお三方を。 

〇結城委員 社協の結城です。ファシリテー

ター大変ですが、頑張りたいと思いますが、

私の方もどうしようかと最近思ったことがあ

りまして、医療従事者だったり、福祉事業者

の人であったり、人がやっぱりいないという

のが結構多くて、バーンアウトで辞めてしま

ったりとかですね、悩みを抱えているとか、

あとお客さんからクレームを言われたりとか

もあって、結構鬱的な状況で辞めていく方も

多くて、よく夜眠れないとか、あと管理者と

して職員の育成どうしようかなど悩みがあっ

て、包括も辞めていく方も多かったり、ケア

マネの職離れも多かったりするのかなと思っ

ていて、そういった観点とかも少し入れると

いいですし、施設や在宅の悩みも少し減るの

ではないかと。そういった意味だと医師会か

ら精神科の先生も入れていただくと話も盛り

上がっていくのではないかとちょっと思った

ところです。参考までにすみません。よろし

くお願いいたします。 

〇有野会長 橋爪委員のご指名ということで、

２～３名を予定しているということですので、

今ので３～４名になってしまうのですが、一

旦候補の方にちょっと前向きに検討していた

だいて、当日のご予定とかもあると思います

けれども、４名が候補に挙がったということ

でよろしいでしょうか。 

〇一同 ［拍手］ 

〇橋爪委員 僕は仮で候補で。 

〇有野会長 結城さんのご意見だとドクター

を１名入れたいということですが、橋爪委員

よろしいでしょうか。 

〇橋爪委員 これは、物理的に仕事で睡眠が

とりづらい、あるいは睡眠管理が難しいって

いう人、プラスこの医療従事者の中でそれこ

そこういったメンタルの問題を抱えていると

いうことをお話すればよいですね。わかりま

した。 

〇有野会長 ではよろしくお願いいたします。

この案件についてはこれで、次の案件の４に

行きたいと思います。事務局お願いいたしま

す。 

 

案件（４）在宅療養普及啓発紙の発行につい

て 

〇尾形医療介護連携推進係係員 案件（４）

在宅療養普及啓発紙の発行について私からご

説明させていただきます。 

（資料５説明） 

１２月の発行を予定していまして、今回のこ

の会議でプロジェクトチームを選出していき

たいと思っております。 

８月頃までにはある程度紙面構成や配布数

を決定しまして、１２月に配布できたらいい

なと思っております。昨年度のセンター運営

準備委員会の方でこちらのお話しさせていた

だいた時に、ご意見としまして、初回なので

専門職の紹介がよいのでは、というご意見だ

ったり、区民の方が在宅療養のことを知らな

いので、在宅療養の流れとか分かりやすいよ



うにしていけたらというお話もいただきまし

たので、詳しい内容は、この後プロジェクト

チームで決めさせていただきまして、そちら

で話していきたいと思っております。また細

かい内容も決めさせていただければと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

あとですね、ちょっと画面に映させていた

だきますと、こちらの医療・介護連携課で配

布しておりますオレンジリーフレットがあり

まして、電話番号等々が変わりましたので、

こちらの内容もちょっとプロジェクトチーム

で、もう少しこうしたいたいなってあれば、

ご意見いただければと思っております。 

また、同じく在宅療用支援窓口のチラシが

今こちらをお配りしているんですけれども、

窓口の表示がちょっと小さかったりするので、

こちらも分かりやすく、見やすく直させてい

ただきたいなと思っていますので、裏面も

色々あるのでご意見いただきたいなと思って

おります。プロジェクトチームの選出と何か

ご意見あればいただければと思いますので、

よろしくお願いします。 

〇有野会長 はい、ありがとうございます。

先ほどの関係ですけどこちらで何かあの立候

補はなかなか難しく、尾形さんにご指名いた

だいた方がいいのではないかと思いますが、

どういう方々を考えてらっしゃいますか。 

〇尾形医療介護連携推進係係員 あの、前回

介護の方で、色々ご意見いただいた内山さん

羽田さんいかがでしょうか。 

〇一同 よろしくお願いします。 

〇河井医療介護連携推進係長 医師会からも

是非ご参加いただきたいと思っておりまして、

井上先生にもいろいろ他にもご参加いただい

ているのでプロジェクトチームにもお願いで

きればと思っております。 

〇有野会長 このお三方ですけれども、いか

がでしょうか。 

〇尾形医療介護連携推進係係員 その他いら

っしゃれば是非。 

〇鵜沢副会長 やることはそこの企画のアイ

デアだしみたいなととこですかね、実務的な

ところは事務局でしょうか。 

〇尾形医療介護連携推進係係員 はい。紙面

構成も全然詳しく決まっていないので、その

段階からこういうのを入れ込みたいっていう

のがありましたら、是非いただきたいなと思

います。 

〇有野会長 このチームのメンバーと先ほど

のリーフレットは同じ方。 

〇尾形医療介護連携推進係係員 そうですね。

こちらも一緒にご意見いただければと思いま

す。 

〇山下委員 これはあのＰＯＳ、柔整とかも

是非アピールする良いきっかけだから、大舘

さんいいんじゃないでしょうか。 

〇有野会長 柔道整復師会どうでしょうか。 

〇和田委員 参加させていただきます。 

〇尾形医療介護連携推進係係員 ありがとう

ございます。 

〇有野会長 メンバーが多くなればそれだけ

多くのご意見をいただけますのでいい形にな

るんじゃないでしょうか 

〇鵜沢副会長 あの、それは例えばこの委員

の中から選出ということだけを考えていらっ

しゃいますか。 

〇尾形医療介護連携推進係係員 他の方もい

いらっしゃれば是非お願いしたいと思います。 

〇鵜沢副会長 そうですか、うちの協議会の

理事ももしよろしければ少し思いつくことも

あるんですが、それはよろしいでしょうか。 

〇尾形医療介護連携推進係係員 はい是非よ

ろしくお願いいたします。 

〇有野会長 他にありませんか。これでプロ

ジェクトチームができますので是非いい形に

していただければと、今年の１２月が最初で



すね。リーフレットに関しては期限がありま

すか。すぐにでも改定したいですか。 

〇尾形医療介護連携推進係係員 そうですね、

リーフレットとチラシに関してはすぐにでも

決められたらいいなと思っています。 

〇有野会長 指名を受けました委員に関して

はですね、尾形さんの方からご連絡いただく

という形になります。よろしくお願いいたし

ます。はい、では次の案件にいきたいと思い

ます。５番目ですね、在宅療養区民啓発講座

についてご説明お願いいたします。 

 

案件（５）在宅療養区民啓発講座について 

〇鈴木在宅療養支援コーディネーター 案件

（５）在宅療養区民啓発講座について鈴木か

ら説明させていただきます。 

（資料６説明） 

今年度どんなテーマでするか皆さんにご意

見いただきたいと思います。 

〇有野会長 はい、ありがとうございます。

では今の時点でまだテーマは決まってないと

いう理解でよろしいですか。 

〇鈴木在宅療養支援コーディネーター は

い 。 

〇有野会長 今年の 1 月に行われた講演に関

して羽田さんご意見お願いできますか。 

〇羽田委員 あのこの区民講座に関しては、

何回か、お話させてもらっていて、受講され

る方とすごく近い位置で、区民向け講座も含

め、区の病院の中でも患者さん向けに在宅療

養ってこういう感じに進めるのよとか、ある

ケースを用いて、具体的にお話を入院から退

院まで、退院してからお看取りまでという形

でスライドを作ってやっていて、本当に私は

ずっとこういう仕事をしているので、これだ

け区も盛り上げてくださっているので、結構

認知度は高いのではないかっていう期待もあ

ったんですけど、やはり聴講された方たちは

初めてのような形で、目から鱗の話がちょっ

とできたなというところでは、同じような内

容でもかなり興味を持って参加される方はた

くさんいるのかもしれないな、という風に思

っています。あとは、個人的に挙手されて、

ご自身の具体的な話をされてしまうっていう

のがやっぱりあって、そこはある程度開催前

から想定はしていたのですが、やはりみんな

お悩みを持っているからこそ来てくださって

るっていうところあるので、表題は変えても

テーマ感としたらかなり注目度は高いんでは

ないかと思っています。 

〇有野会長 今のご意見で、いかがでしょう

か。はい、どうぞ。 

〇山下委員 私もこの日参加させてもらって、

非常に基本的なことでいいんだなって、我々

つい在宅医療に詳しい人たちの集まりとかあ

るいは、一般の患者さん、利用者さんもある

程度少し関わっている人たちを相手にするこ

とが多いけども、在宅医療って何？とか、往

診ってどうやってきてもらうのか、とかそう

いう人たちがたくさん来ていたので、本当に

基本的なところをやるということでいいんじ

ゃないかなという風に思います。 

あと予算の問題もありますが、綾瀬地区で

も今年度無理でも来年度は東と西で実施すべ

きだと考えました。すぐ集まると思います。 

〇鵜沢副会長 私、やる方の負担をちょっと

無視して提案しますが、色々な場所でいろん

な時間帯でできれば、やっぱりあのたくさん

区民はいらっしゃるのではないかと思います。 

テーマはそのままで、回数を増やす方がよい

のではないかと感じました。 

〇鈴木在宅療養支援コーディネーター あり

がとうございます。 

〇有野会長 ありがとうございます。参加す

る方々の意見もそうですが、つい我々はいろ

んなことを考えて、じゃあ次はこのテーマ、



次回はこのテーマって考えてしまうのですが、

ここに来る方は５０名ですよね。リピーター

の方もちろんいらっしゃるかもしれませんけ

ども、やはり常に新しい５０名ということで

考え、同じテーマでディスカッションとかで

すね、相談に関してはそれぞれみんな個人的

に違いますから、それはそれで意味のある会

になると思いますので、それを、考えていた

だいて企画を立てたいと思います。よろしく

お願いします。 

〇鈴木在宅療養支援コーディネーター 今回

はすこやかプラザでやるので、定員は３００

名まで入りますので、周知を頑張りたいと思

います。 

じゃあ今頂いた回数とそこをこちらで事務局

の方で、同じテーマで基本的なことで、５０

代、６０代の人たちも興味が持てるように考

えていきたいと思います。 

〇有野会長 こちらに関しての案件について

は、質疑は以上でよろしいでしょうか。 

〇徳井医療介護連携課長 ２回年度途中でと

いうお話ですが、特に 1 回でと決まってない

ので、年度途中ですけれども２回もありだと

思います。東西で。 

〇有野会長 すこやかプラザ地区と綾瀬地区

ということですね。 

では次に医療と連携センターホームページ

について事務局から説明お願いします。 

 

医療と介護の連携ホームページについて 

〇馬場在宅療養支援コーディネーター はい。

資料７をご覧ください。 

（資料７①②説明） 

〇有野会長 はい。ありがとうございます。

ホームページに関して何か他にありますか。 

馬場さん、これは何か今日ご意見いただきた

いということですか。それともこういうのが

あるというお知らせでよろしいでしょうか。 

〇馬場在宅療養支援コーディネーター 昨年

度までセンター準備委員会で皆様にご意見い

ただいてきましたので、このようなものがで

きたというご報告です。 

〇徳井医療介護連携課長 補足ですけれども、

今日の在宅療養推進協議会の様子もこのホー

ムページに掲載し啓発を図っていきたいと思

っております。 

〇鵜沢副会長 足立区のサイトから飛ぶって

ことですね。 

〇馬場在宅療養支援コーディネーター はい、

そうです 

〇有野会長 はい、ありがとうございます。

あのすこやかプラザの外観ですが、なんか実

際の色合いよりもくすんでいるような、なん

かどこかの倉庫かなみたいな、印象を受けま

す。 

〇一同 今写真撮ったらいいのかもしれない

ですね。木が少ないんじゃないか、枝がね、

葉っぱが生い茂って、今ちょうど新緑で、お

天気のいい日に差し替えたらフレッシュ感が

ありますね。 

〇馬場衛生部長 ちょっと緑の新緑のきれい

な写真で是非もう一度撮影をお願いします。 

〇徳井医療介護連携課長 はい、一眼レフカ

メラで撮影し差し替えます。 

〇有野会長 木くらいは AIで作って何とかで

きそうだけど。次の、大研修室の予約状況に

ついて事務局の方からよろしくお願いいたし

ます。 

 

すこやかプラザ研修室の予約状況について 

〇尾形医療介護連携推進係係員 研修室の予

約状況に関して、画面を見ながら説明させて

いただきます。 

５月の予約状況が画面のこちらになりまし

て、平日の午前、午後はかなり埋まっている

状況で、皆様に使っていただけているなと思



っております。ただ土日とあと夜間の時間帯

はやはりまだ利用が少ないので何かあれば活

用していただきたいなと思っております。 

〇有野会長 色の説明してもらっていいです

か。 

〇尾形医療介護連携推進係係員 こちらの黒

色が大研修室の全体３００人の部屋で使って

いるところになります。赤がＮこちらの青が

今いるＥで緑がＷお隣の部屋になります。こ

ちらがちょっと管理画面になりまして、皆さ

んの団体から予約するのは少し違うこちらの

方ですが、こういう形で空き状況が〇×で見

える形になっております。わかりやすく左画

面の方でどれくらい入っているかお見せしま

すが、稼働率はこのような形になっていると

いう報告です。 

〇有野会長 はい、ありがとうございます。

私も先週循環器フォーラムとかいろいろ使わ

せていただきまして、出席された方々いい反

響でして、どこの機関が一番多く使っていま

すか。 

〇尾形医療介護連携推進係係員 そうですね、

こちらの今表示されているのが先行予約で医

療介護連携課でまとめて予約入れた関係で表

示が全て医療介護連携課になっているんです

けれども、それぞれ配布されたアカウントで

申請すると、例えばこちらの２１日、衛生管

理課っていうふうに表示されるようになって

おります。今ですとやはり医療介護連携課と

内部の成年後見センターあだち、基幹包括な

どが多いかなと思っております。 

〇有野会長 ありがとうございます。 

〇河井医療介護連携推進係長 団体の皆様で

は訪問看護部会が定期的に毎月やっていただ

いて、先日日中ですね、こちらを使ってＷｅ

ｂ配信も同時にやっていただきましたので、

そういった形でもどんどん使っていただけれ

ばと思います。 

〇有野会長 当初の予想と比べてどうですか。 

〇尾形医療介護連携推進係係員 私個人とし

ては思ったより会議がいっぱい入っているな

と思っていますが、もう少し土日の稼働率が

上がったら嬉しいなと思っています。 

〇白井委員 当部会でもですね、すこやかプ

ラザ あだちができたということで、研修担

当のものにですね、企画をちょっと今立案さ

せていただいております。で、当部会で今ま

では夜間帯６時８時でギャラクシティなどで

させていただいた関係もあって、役員で検討

した結果、やはり実態調査アンケートにも書

いてある通り、時間の都合が合わないという

ご意見があったこともあり、今年度は夕方の

午後の時間帯にすこやかプラザでやってみよ

うか、という議論をしていたんです。それで

事務局に予約状況を確認したところ、午後が

もう全て埋まっていると報告が上がってきま

した。つまり、夜間帯だったら確かに今この

状況だったらば予約が取れるのかなと思うの

ですが、ただ、居宅介護支援専門員っていう

のは日中訪問、どの業者も訪問が多いとは思

うので、やはりすこやかプラザだと交通の関

係で、集まりづらいんじゃないかというご意

見も出ており、なるべく活用させていただき

たいという観点から言うと、予約が早いもの

勝ちなのかなということをこの研修予約を見

て思いました、以上です。 

〇有野会長 はい。ありがとうございます。 

〇永田委員 少し関連するんですけど、アク

セスの方法がちょっとよくわからなくて、イ

ンターネットで江北駅から８分と記載があり、

徒歩８分だと思うのですが、バスとかその他

のアクセス、あとは駐車場の使用可否などよ

く分からず躊躇している部分もあるかと。最

寄りのバス停やどの駅からバスが出ています

などの案内はあるのでしょうか。 

〇網野衛生管理課長 江北保健センターがホ



ームページを作っているので、そちらには載

っているのですが、もし可能であればこちら

の予約の方にも、転用していただいてご案内

してもらえればなと思います。バスもありま

すし、日暮里・舎人ライナー、１０分ちょっ

と歩きますけれども、あと駐車場も８８台、

使用していただければ無料券を発券するとい

うご案内ができるのかなと思います。 

〇永田委員 駅は竹ノ塚とか西新井駅とかど

ういった駅から繋がっているんでしょうか。 

〇網野衛生管理課長 東武線は遠いのでそこ

からだとバスですね。 

〇馬場衛生部長 本数は少ないのですが、例

えば北千住から女子医大行きに乗っていただ

きますとこの隣にある江北小学校前っていう

バス停がありまして、歩くと考えるとそれが

一番歩く距離は少ないです。女子医大前は北

千住だけではなくて、実は日暮里駅からも出

ていますので、そこからいらっしゃる方でも、

時間はちょっと見ていただかないといけない

んですけれども、江北小学校前というのが一

番近いです。あとは環七沿いの駅で降りて歩

いて、上沼田団地バス停が近いですが。椿二

丁目のバス停はすこし遠いのでおすすめでき

ません。あと下のサイネージでバス停と時間

を出してますんで、帰りのときにでもサイネ

ージ見ていただいてどれが時間的に早くて、

どれくらい歩くかは見ていただきたいと思う

んですけれども、江北の駅からも結構歩きま

すんでね、時間があれば、バスがおすすめで

す。あと車で来られる方は今お話あったよう

に、この施設利用者は無料となっております

ので、ご心配なく来ていただいて停めていた

だければと思います。 

〇鵜沢副会長 ネットの予約は何か月前から

できるんですか。 

〇河井係長 ６か月前です。あとは各団体の

皆様はそれより前から予定が決まっていれば、

事務局の方にご連絡いただければ、こちらの

方で先におさえる形にしておきます。 

〇永田委員 あと研修やった後に打ち上げと

か、何か食べて、近くに店とかそれを目当て

に来る人もいるのではないでしょうか。 

〇徳井医療介護連携課長 江北地域の課題で

して、近く昼は幸楽苑、松屋、バスで西新井

まで出ていただいてという形になるかなと思

います。 

〇山下委員 現状たくさん入っているように

見えるけれども、この会のような行政関連の

会が多いんですよね。だからやっぱり各団体

が使ってもらって、いろんな団体メンバーが

ここに出入りすることによって、ここが医療

と介護の連携の中心になれるということなの

で、こういった会をやるのは良いんですけれ

ども、やっぱり各団体のあの利用率をいかに

高めるかということで、さっき言われたよう

に、時間もそうですけども、利便性をいかに

高めるか、交通の便もそうですよね、そうい

うのを常に考えていかなくちゃいけないので

はないかと思います。最初が肝心なので使い

やすいとか、いいイメージが出るような工夫

するべきじゃないかと思います。 

〇馬場衛生部長 ちょっと追加で、会議室で

はないのですが、今回一階のロビーのアトリ

ウムのところにはちょっとした打ち合わせが

できるようにテーブルとか椅子も置いてあっ

て、自販機もありますので、これはあの土日

もその状況になっています。なので会議の始

めの前にちょっと打ち合わせをしたいとか、

終わった後に一応１０時で出ていただくんで

すけど、終わった後打ち合わせをしたいとい

う時には、机なども簡単にばらしたりくっつ

けたりできるように稼働式になってますので、

そこを使っていただきたいと思います。合わ

せて少し宣伝ですけれども、簡単な健康チェ

ックの機器も置いてあります。手のひらをか



ざすベジチェックとか脳年齢とか骨の健康度

のチェックとかもあるのでよかったら来るた

びに待ち時間とかあれば先にそういうところ

も使っていただければと思います。 

〇塩谷委員 このスケジューリングの話なん

ですけど、予約を例えば年度でこの団体には

何枠とかそういう風にするとわりと公平とい

うか、それぞれの団体が結構利用できるんじ

ゃないのかなと。初年度なので、その方が多

分いいんじゃないですかね。期日決めていつ

までに必ず出してくださいねって、出なかっ

た団体の部分の枠は開いていますよという案

内をするなど。 

〇河井医療介護連携課長 来年度に向けても

先に調査のほうかけさせていただいて、各団

体からどの程度、どういう月に使うかという

のを事前にお知らせいただいた上でやってい

きたいと思っているんですけれども、研修と

かはなかなか前もっての日程が分からないと

いう話が結構ありまして、本当に２ヶ月、３

カ月前じゃないとなかなか決まらない、そう

いった場合ちょっと今回のように埋まってし

まっているっていうこともあり得るというと

ころなので、できれば日にちと時間まで決め

ていただければ、優先的にもちろん皆様の団

体様に使っていただくための研修室ですので、

こちらは早く予約するような形にはしたいと

思っています。 

〇白井委員 白井です。居宅介護支援部会は

数大体１７２ぐらいの居宅さんが今会員さん

としていらっしゃいます。やはりこの江北地

区は西部地区というところなので、西部に近

い方に関してはそんなに大きな支障は出ない

かなという意見の反面、アクセスの話ではな

いのですが、やはり東部、北部、今まで足立

区ギャラクシティで行わせていただいたので

すが、やはり夜間においてもすぐ近くに駅が

あるとかそういう条件がありましたので、比

較的参加もしやすかったのもありますので、

先ほど塩谷さんがおっしゃったような工夫が

あれば、より活用ができるんじゃないかなと

思っております。以上でございます。 

〇有野会長 ありがとうございます。ギャラ

クシティは足立区の施設ですよね。確か使用

料を取られますよね。こちらはもちろん無料

ですけれども、個人的にはギャラクシティの

裏なのでありがたいですが、とにかく最初が

大事だと思いますので、多くの施設に使って

いただいて、なおかつ予約も取りやすいよう

な状況を作っていただきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。こちらの案件に

関しては以上にしたいと思います。  

それでは、多職種連携研修会について、事

務局よろしくお願いします。 

 

多職種連携研修会（ブロック別）開催予定に

ついて  

〇高在宅療養支援コーディネーター 令和７

年度多職種連携研修会について説明をさせて

いただきます。 

（資料８①②説明） 

〇有野会長 ありがとうございます。何かご

質問などありますでしょうか。 

〇花田副会長 歯科医師会の花田でございま

す。資料の８②ですね、令和７年度のブロッ

ク世話人一覧のところですね、歯科医師会が

ありますけども、そこの千住ブロックの市川

が抜けて横田秀一が千住ブロックの世話人に

変更になります。訂正お願いします。中部ブ

ロックが空いてしまうのですが、歯科医師会

の人事が決まるのは６月からなので、今のと

ころまだ中部に代わりに誰が入るか決まって

おりませんが、決まり次第、皆様にお知らせ

いたします。よろしくお願いします。 

〇有野会長 ありがとうございます。他にな

ければ、こちらの点については終了したいと



思います。次に入退院支援相談員交流会につ

いて事務局よりお願いいたします。 

 

入退院支援相談員交流会の開催について 

〇西村在宅療養支援コーディネーター 入退

院支援相談員交流会の開催について説明させ

ていただきます。 

（資料９説明） 

令和６年度の参加状況を踏まえてこの活動を

広げていくために、令和６年度後半から在宅

療用支援病院や回復期リハ病院等へ自分たち

の活動を紹介しながら訪問いたしました。今

後も年間を通じて活気ある交流会となるよう

企画し連携を推進していきたいと思っており

ます。以上です。 

〇有野会長 はい。ありがとうございます。

対象者には、どういう形で案内をしているの

でしょうか。 

〇西村在宅療養支援コーディネーター 最初

は、在宅に近いところいうことで、地域包括

ケア病棟を持っている病院や精神科病床を持

っている病院、２４病院に声がけして始めま

した。しかしながら、参加者が２０～３０人

弱と少なかったので、この輪を広げようとい

うことで、今回５月の開催に関しましては区

内の６０病院に開催案内を出したところ、３

０病院５１名の病院が出席していただいたと

いう形になっております。 

〇有野会長 はい、ありがとうございます。

こちらの案件は以上となりますが、ほかにご

意見、質問などございますでしょうか。ない

ようですので、次に令和７年度第２回在宅療

養推進協議会の開催について事務局の方から

お願いいたします。 

〇安達医療介護連携推進係主査 令和７年度

第２回目の在宅療養推進協議会の開催につい

てですが、開催場所は本日と同じくすこやか

プラザ あだちです。開催の候補日時ですが、

令和 7 年の８月２８日（木）か２９日（金）

の２日間を候補日とさせていただきます。い

ずれも時間は１９時開始とさせていただきま

すが、皆さんこの２日間ご都合いかがでしょ

うか。 

〇有野会長 皆さんいかがでしょうか。 

〇安達医療介護連携推進係主査 では、早い

方で８月２８日の木曜日とさせていただきた

いと思います。 

〇有野会長 では、８月２８日に第２回目と

いうことにして、ご出席できない方が２名い

らっしゃいますが、後日報告させていただく

形とさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

では案件に関しては以上となります。円滑

な協議進行にご協力いただきましてありがと

うございました。他に何か協議したい内容な

どございますでしょうか、よろしいでしょう

か。ではこれ以降の進行は医療介護連携課に

戻したいと思います。よろしくお願いします。 

〇徳井医療介護連携課長 有野会長ありがと

うございました。委員の皆様におかれまして

も長時間に渡り様々なご意見、ご質問いただ

きまして誠にありがとうございました。 

最後に事務連絡一点させていただきます。

お車でお越しの方は 1 階受付で駐車券をお受

け取りください。また、区から謝礼をお支払

いする委員の方で書類がまだお手元にある方

は、帰りの際に事務局へご提出いただきたく

存じます。では、これにて令和７年度第１回

足立区在宅療養推進協議会を終了させていた

だきます。本日はありがとうございました。 

 


